
様式

        大内賞記念メダル

表面には大内兵衛（おおうちひょう
え)博士の横顔が、裏面には「大内
賞」の表示と「統計天下」の四文字
が彫られています。

熊本の統計情報  平成31年(2019年)4月8日 

県民の皆様に統計を身近に感じていただくためのページです。 

毎月１回のペースで色々な統計に関する話題・データを紹介します。 

           統計界の最高の栄誉 
平成30年度（2018年度）「大内賞」を熊本県の宮本昭子さんが

受賞されました 

     【記念メダル】 
 

  大内賞とは？ 
   大内賞は，戦後における我が国の統計の再建に政府の統計委員会委員長として尽力した大内兵衞

（おおうちひょうえ）博士の業績を記念して，昭和28 年度（1953 年度）に広く統計関係者の士気の高揚と

統計知識の普及に寄与することを目的に設けられたもので，我が国の統計の進歩に貢献した個人，団

体等に贈られます。 

創設以来，国，都道府県，統計関係団体等から候補者の推薦を受けて大内賞委員会が選考し，2014 年

度までに304 名，3団体が受賞しています。 
 

 大内博士は，我が国の統計及び統計制度の再建のために昭和21 年（1946年度）12 月に設けられた当

時の統計委員会の委員長として，統計の基本法である統計法の立案に参画されたほか，官庁統計機構

の整備充実，統計体系整備のための各種統計調査の調整等に尽力されました。我が国の現在の統計

制度の基盤は，この時期に確立されたといえます。 
 

 また，当時の統計委員会が行政管理庁（現総務省）に吸収された後は，引き続き，統計審議会会長とし

て重責を担われるなど，戦後の我が国の統計及び統計制度の改善・発達に大きな足跡を残されました。 
 

○大内賞の選考は，大内賞委員会（構成：統計委員会の委員長及び部会長で構成）が当たります。 

○候補者は，次のいずれかの面で，我が国の統計の進歩に貢献した者とされています。 

 ・著書，論文等によって，我が国の統計実務の進歩に直接貢献した人 

 ・多年統計実務に従事して，我が国の統計の進歩に貢献した人 

 ・多年統計の普及につとめ，我が国の統計の進歩に貢献した人 

 ・統計の実務又は普及を通じ，我が国の統計の進歩に顕著な貢献をした人又は団体等 

○統計関係者に対する表彰制度としては，各府省大臣表彰制度や叙勲がありますが，大内賞は，受賞

者の業績に対する厳しい審査，官民を問わない広い選考範囲に特色があり，今日，統計関係者の中で，

我が国における統計界の最高の栄誉であるとされています。 
 

Facebook始めました。
　　http://www.pref.kumamoto.jp/kiji_15237.html?type=top



　熊本県内の各市町村では、各種の統計調査で、統計調査員として活動していただける方を募集しています。
登録調査員制度とは、統計調査員の仕事を希望される方にあらかじめ名簿登録していただき、市町村課の依頼により、
統計調査員として活動していただく制度です。特に功績の顕著な統計調査員に対しては、今回紹介しました「大内賞」の
ほか、県知事や各省大臣による表彰、叙勲及び褒章が贈られます。

熊本県の統計情報は 

次回の「統計アラカルト」は、５月に掲載予定です。 

問合せ先：熊本県企画振興部交通政策・情報局統計調査課 総務資料班 〒862-8570 熊本市中央区水前寺6-18-1 

電話：096-333-2174 ／ Ｆａｘ：096-384-7544 ／ メール：toukeichousa@pref.kumamoto.lg.jp 

「http://www.pref.kumamoto.jp/hpkiji/pub/List.aspx?c_id=3&class_set_id=1&class_id=1297 」をご覧ください。 

宮本昭子さんの紹介 
   昭和５５年（１９８０年）に市政だよりで統計調査員募集の記事を見て、調査員に応募されてか

ら３８年間、家計調査、工業統計調査、商業統計調査など１１０回の統計調査に従事されました。

中でも、世帯の協力を得ることが大変難しい家計調査には３８年間通して従事されるとともに、

日頃から的確な助言を行い後進の育成にも努めていただくなど、我が国の統計の発展に貢献され

てきたことが評価され、今回の受賞となりました。 

 平成３０年度（２０１８年度）は全国で４名の方が受賞されました。そのうち宮本さんをはじ

め３名の方は、全国１５万人の統計調査員の中から選ばれています。 

宮本さんのコメント 

  「調査対象の家庭で、個人情報を理由に門前払いを受けることもありましたが、粘り強くお願いをして

人間関係を築くことを心がけました。周囲や家族の支えのおかげです。 

 印象に残ったことといえば、熊本地震の時のことで、各世帯から家計簿を回収するのが４月１６日にあら

かじめ決まっていました。県からは災害などの際には無理に回収に行かなくてもよいと言われていました

が、調査世帯の方がどうされているのか心配だったこともあり、その日担当の１３世帯を回りました。幸い

皆さんお元気でよかったです」 

 
蒲島知事のコメント 

  「統計界の最高栄誉とされるこの賞を受賞されたことは、宮本さんの長年にわたる統計調査活動への

ご貢献のたまものであり、熊本県にとっても大変名誉なことです。宮本さんには３８年間もの間調査員とし

てご尽力いただき感謝します。調査員を続けていくうえで、ご家族、特にご主人のサポートが大きかったと

お聞きしております。宮本様の活動を支えてこられた皆様にも、深く感謝を申し上げます。」 
 

    平成３０年（２０１８年）１１月２６日             

県庁知事応接室にて、宮本昭子さんが知

事に大内賞受賞の報告のため、表敬訪

問をされました。      

（右から二番目が宮本昭子さん） 
 
 

Facebook始めました。
　　http://www.pref.kumamoto.jp/kiji_15237.html?type=top


